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研究成果の概要（和文）：本研究で明らかになったのは、子どもの学びのプロセスを可視化する新たな記録の方法論と
して重要なのは、記録の可視化を支援する情報デザインと編集の技術、ビジュアルデータを中心とした出力システム、
実践記録の整理とアーカイブの利用をコーディネートする仕組の開発、実践の展覧会という形式が学びの過程を可視化
する場として機能し、様々な異なる立場の人たちと対話するのに有用であることが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：Through the development, operation and improvement of a visual documentation tool 
―used for recording children’s learning processes ―, findings of this study has highlighted the 
importance of four key elements in particular. Specifically, the research clarified the significance of 
1) information design and editing technology for handling and organizing visual documentation; 2) an 
output system which is based on visual data; 3) developing a systematic mechanism which allows us to 
manage and arrange the archive of numerous fieldwork-oriented records; 4) displaying visual documentation 
of learning processes in an exhibition-like format which proved to be effective in inspiring people of 
various standpoints to exchange their ideas.
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１．研究開始当初の背景 
申請者は長年、ビデオによる観察記録に基

づいた保育現場をフィールドにした実践研
究を行い（刑部, 1995, 1998, 2000, 2001, 
2002, 2006, 2009, 2011, 2012; Gyobu, 2011; 
Gyobu & Toda, 2008, Gyobu, Toda, Uemura & 
Kudo, 2009, 刑部・植村・戸田, 2010）、観
察（記録）―ビデオカンファレンス（共有）
→リフレクション→実践のデザインの循環
を一日の内に実現するため、これを支援する、
観察者がその場で映像にメモ書きができる
ビデオツール CAVScene を開発し、製品化し
た（著作：インターネットテレフォン社・お
茶の水女子大学, 2010）。CAVScene は当初、
保育中の実践者が利用するのは困難だと想
定していたが、テープ型の従来のビデオと異
なり、「気づき」を容易に映像上にリアルタ
イムで瞬時にマーキングできること、この
「気づき」のマーキングを頼りに、振り返り
が容易になったことから、研究者のみならず、
毎日、自身の日々の実践を振り返るために利
用する実践者も現れた。しかし、実際の利用
の方法を調べてみると、電子上に記録を残す
のみの使い方には限界があり、実践者は紙媒
体にメモを書きながら、さらに、振り返りを
深化させたいという要望をもっていること
が明らかになった。そこで、本研究では
CAVScene を搭載できる機材が廃盤になって
利用ができなくなっていたことから、新たに
iOSによる新規CAVSceneの開発に取り組むと
ともに、印刷できるシステムを新たに追加し、
「記録の外化」という課題に取り組むことと
なった。 
 
２．研究の目的 
本研究では、一連のビデオ研究のさらなる

課題として「記録の外化」に取り組むことと
する。具体的には、記録の出力方法に焦点を
当てる。その理由は以下による。我々の開発
した観察ビデオツール CAVScene は、その内
部に大量の映像データを留めることが可能
で、観察中に複数のマーキングや視覚的なイ
ンデックスをつけられる構造としてあり、観
察後に編集をする時間がなくとも、すぐに重
要な場面を取り出し、ビデオカンファレンス
で議論することが可能である。しかし、研究
を進める中で明らかになってきたこととし
て、記録は情報機器（カメラ、ビデオ、コン
ピュータ）内に留めておくだけではなく、実
践現場では学びの過程を可視化する出力方
法を併用して考える必要があるということ
であった（Zero & Reggio-Children (Eds.)
（2008）による“Making Learning Visible”
が参考になる）。記録がいつでも誰でも目に
見えるように外化することを本研究では「記
録の外化」と名付ける。「記録の外化」によ
って、保育記録を行った観察記録者や保育者
のみならず、子ども、保護者、外部の人たち
にとっても園を訪れたならば、学びの過程が
いつでも見えることになる。つまり、子ども

の学びの過程に記録を通して誰でも参加す
る道が開かれる。 
本研究では保育実践における保育記録の

活用方法の変革が、保育環境構成や保育の質
の向上、保育カリキュラムにも効果をもたら
すものと考え、子どもの学びのプロセスを可
視化する新たな記録の方法論を開発しよう
とするものである。 
 
３．研究の方法 
子どもの学びのプロセスを可視化する新

たな記録の方法論を開発するため、以下の 4
点を行った。 
（１）保育現場における先進的な記録の可視
化試みにおける国内外の現状調査（文献調査
および現地調査）。具体的には、①実践者は
いつ（どのような時間に）どのように記録を
とるのか、②記録はどのように残しているの
か、③記録を残した後はどのように整理され、
保管されているのか、④その後、記録がどの
ように活用されているのか、4 点について調
査した。 
（２）保育実践記録の可視化の実験的試み 
実践現場の協力のもと、実践現場において

実践者とともに記録の新たな形と可視化に
ついて実験的な試みを行った。 
（３）保育実践記録の可視化のプロトタイプ
の提案 
複数のメディア（視覚中心の記録冊子、パ

ネル、スライドテンプレート、壁面構成等）
を考案した。 
（４）社会への発信方法の提案 
学術発表の他に、（３）によるプロトタイ

プもモデルとして現場に展示するなどして、
一般の保育実践者にも平易に伝える機会（実
践展）を企画することとした。 
 
４．研究成果 
（１）保育現場における先駆的な記録の試み 
 国内調査では、以下のことが明らかになっ
た。日本の保育所では、保育時間が海外の保
育現場に比べて長く、子どもと関わりをもた
ずに記録を書くことに専念できる時間が保
育の仕事の時間の中で十分に保障されてい
ない現状が明らかになった。 
しかし、先駆的な記録の試みを行っている

保育所では、保育者同士が連携を取り、子ど
もが少なくなった夕方の時間を利用して、30
分～1 時間程度で毎日、写真付きの保育活動
記録を一枚作り、紙に出力して、保護者の人
たちにも見えるような場所に展示していた。
この記録の可視化によって保育の日常が共
有されると、保護者が園で必要とする材料を
持って来たり、できることを手伝うなど、保
護者が積極的に学びを支援し、参加し始める
ということが明らかになった。 
記録の出力には、夕方の時間に複数の保育

者が同時に記録を職員室で書くような環境
が整えられて初めて可能であることも示さ
れた。カメラとコンピュータが各クラスに 1



台ずつと、職員室にはプリンターにつながる
コンピュータが複数台ないと各クラスの記
録が同時に制作ができないため、メディアを
使える環境が十分にない保育所では記録の
外化が困難であることが明らかになった。 
 一方、海外の保育現場で最も先駆的な記録
の試みを行っているのは、イタリアのレッジ
ョ・エミリア市立幼児学校であった。保育者
は一週間に 4時間、記録を書いたりまとめた
りする時間を仕事の時間として保障されて
いる。また、日本のように 35 名に一人の担
任でクラス運営をこなすのとは異なり、レッ
ジョ・エミリア市立幼児学校では 3～5 歳児
では一クラス 25名に 2人以上の専任がつく。
そのため、保育中に 2人のうちの一人が観察
記録をつけることも可能である。また、記録
をまとめるのも、日本の保育所が子どもの昼
寝など時間を利用しながら、暗い部屋の中で
一人一人の連絡帳や記録を書いている実態
と大きく異なる。また、夕方の時間で子ども
の人数が少なくなったとはいえ、保育中のあ
わただしい中で記録を作らざるを得ない日
本の現状とは異なっている。 
 さらに、レッジョ・エミリア市立幼児学校
を統括するドキュメンテーションセンター
があり、記録の整理、保管の体制が整ってい
る。このドキュメンテーションセンターには、
これまでの幼児学校の実践の記録、冊子の全
てがアーカイブされている。アーカイブの仕
組を整えたのは、長年、レッジョ・エミリア
市立幼児学校で保育者を務めていた人であ
り、保育を自身が実践し、保育を熟知した人
である。この人が現在はドキュメンテーショ
ンセンターの所長となり、コーディネーター
としての役割を果たしていることも重要な
点である。保育者があるプロジェクトを計画
するのに過去の資料、記録を参考にしたい場
合、ドキュメンテーションセンターに連絡を
すると、このコーディネーターが役立つ資料
や記録を予め準備し、すぐに調べられるよう
に実践を支援するのである。このように、記
録によって学びが可視化されるのみならず、
だれでも記録を参照し、利用できるようにア
ーカイブされた環境を整えたならば、記録は
複数の人との共有のみならず、次世代の学び
へと発展させることができるのである。日本
ではこのような仕組がないので、今後の参考
になる。 
 以上をまとめると、方法（１）①、②につ
いては、日本では先駆的で工夫をしている園
ではなんとか実現させているものの、③、④
については、状況や制度も整っていないこと
が明らかである。学びの可視化の次なる課題
として、記録を残した後、次の実践にどのよ
うにその記録を活かしていくかが課題であ
ることが示された。 
 
（２）保育実践記録の可視化の実験的試み 
以下、二つの試みを行った。 
一つ目は、ビデオツール CAVScene の開発

で記録された重要な出来事を電子メディア
に留めずに、紙媒体に印刷できるシステムを
新規 CAVScene に実装したことである。紙媒
体に印刷できるシステムを付け加えたシス
テムを新規 CAVScene に実装し、製品化した
（2014 年 2 月 9 日製品化）。この印刷システ
ムは、CAVScene のシステムに合わせて作られ
た独自の印刷の仕組みである。重要な場面が
一覧して全体の出来事の流れを抑えること
ができるように、いくつかの場面を選択する
と、その分のメモ書きが画像横につけられる
ように設計した。実際の利用からは、一つの
重要な場面を大きく印刷し、四方八方からい
ろいろなマークを付けて、身振りなど細かな
情報を検討するのに活用されていたこと。い
くつかの重要な場面をつなげて、出来事のス
トーリーを構築するように、どのようなこと
が起きていたのかについての意味を模索す
るために、活用されていた。印刷については、
他者と即座に場面を共有するためと当初は
予想していたが、実際には、記録者が記録し
たものについてさらに深く時間をかけて場
面を検討したい場合に印刷機能を使って活
用していることが明らかになった。 
二つ目は、記録の外化を作品として展覧会

という形式で展示するという新たな試みで
ある。展覧会としたのは、記録を映像や写真
というビジュアルな言語でわかりやすく見
せることが学びの可視化として重要である
と考えたからである。第一回目の展覧会は平
成 26 年度に実現した。このときには、展覧
会に慣れている美術教育の人たちが、作品を
わざわざ学会のポスターのようにまとめる
ということが起きたり、展覧会に慣れていな
い人たちが、デザインの専門家が使う難しい
アプリケーションを駆使して大変苦労して
写真を展示している姿も見られた。しかし、
このような一見混乱した様子は、学びの新た
な可視化の形を模索するうえでとても重要
な試行錯誤であることが、翌年の第二回目の
展覧会で明らかになった。一度、展覧会を経
験した実践者は、この混乱を「途上を楽しむ
学びのプロセス」と位置づけ直し、次年度の
展覧会ではその人らしい可視化をもう一度
問い直した展示方法となった。さらに、カタ
ログのような展覧会の報告書の新たな試み
は好評で、報告書を見ながら「次はどんな作
品をだそうか」と、それぞれの実践の年間計
画にこの展覧会を入れて考え始めており、展
覧会でいろいろな人たちと対話できる喜び
を得て進められた。実際に、平成 27 年度の
展覧会には、地域の親子連れがこの展覧会の
作品を楽しむ場面があり、本研究で目指した、
「学びの過程に記録を通して誰でも参加す
る道が開かれる」ことが実現された。 
 
（３）保育実践記録の可視化のプロトタイプ
の提案 
 これについては、２つのことを行った。 
 一つ目は、本学附属幼稚園の紀要を文字中



心のものから、写真を多く入れたビジュアル
的な記録に変革したことである。写真を入れ
るということに関して、当初幼稚園では、伝
統ある形式が極端に変わるのは難しいので
はないかと予想された。しかし、予想を超え
て、すべてのページに写真中心の記録で紀要
を作ることで進めたいとの申し出があった。
幼稚園の人たちは、それぞれの事例の記録に
対する思いが深くあり、日々の保育を文章で
記録を留めておくのみならず、大事な出来事
についてたくさんの写真を撮り貯めていた。
しかし、以前はその写真は記録にはいかされ
ていなかった。その理由は写真を整理する時
間がないこと、情報編集とデザイン技術がな
いためであった。しかし、記録の外化の支援
があれば新しい形に挑戦してみたいという
思いは十分にあり、本研究で記録の整理方法、
編集技術、デザイン技術の支援を実現した。
このように、平成 25 年度については、デザ
インと編集技術の専門家とともに紀要を編
集し、プロトタイプを学んだ。ただし、ビジ
ュアル言語中心の紀要は、印刷費やデザイン
技術に対する費用がかかることも知った。そ
こで、幼稚園は平成 27 年度については以前
に学んだ記録の外化のプロトタイプをもと
に、自分たちが希望する形を実現できる印刷
会社を自ら探して交渉し、制作した。 
 二つ目は、学びの展覧会の形式をプロトタ
イプ化したということである。第一回目の展
覧会は、（２）でも記述したように、それぞ
れが記録の新しい形を模索しており、イメー
ジが交錯していた。しかし、二回目の展覧会
は、第一回目がプロトタイプとなって、その
反省点も含めて実践の記録としてそれぞれ
が伝わりやすい方法を吟味した。展覧会の場
所の空間を使いこなし、展示の方法や位置が
工夫されたのも大きな変化である。展覧会の
形式に慣れている人たちが、慣れていない人
たちに優先的にわかりやすい場所を提供し、
残った場所で展示する方法をゆるやかに算
出してくれるところにも助けられた。展覧会
という形式にこだわった「学びの可視化」は、
空間全体における壁の使い方、床の使い方、
窓の使い方、机の使い方など、水平と垂直と
の環境の工夫にも及んだ。 
 
（４）社会への発信方法の提案 
本研究は、学術研究のみならず、ビデオ記

録ツールの製品化という、実用化して社会的
普及を進めることができたこと、「学びの可
視化」を展覧会という形で一般の人たちにも
発信できた。 
 学術研究で特筆すべきことは、平成 26 年
度に教育工学の国際会議 ED-MEDIA2014 で本
研究の成果を発表し、受賞したことである。 
ビデオツールの新規製品化も成し遂げ、実用
化して一般の人たちにも利用できるように
した。 
さらに、（２）と（３）で詳述したように、

展覧会も実現し、一般の参加者たちにも展覧

会という方法で「学びの可視化」を実現した。 
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